ONKYO. 


デジタル シアターステーシヨン 

GXW-5.1 


取扱説明書 


お買い上げいただきまして、ありびとうございます。 
ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただ 
を、正し < お使い < ださい。 

お読みになったあとは、いつでを見 S れる巧に保証 
書ととちに大切に保管してください。 


<ユーザー登録のご案内> 

さまざまな情報提供や、スムーズにサポートを巧うため、イ 
ンターネットによるユーヴー登録をおすすめしています。 


http://www.onkvo.co.jp/ 


上記 URL にアクセスしてくださし、。 
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主な特長 


■ 最新のドルビーヴ□□ジック1しドルビーデジタル、 DTS ** デコーダー内蔵 

■ DVD 、 ゲーム機、バソコンはもちろん、ビデオやテレビも 5. 1 ch サラウンド再生 

■ 独自の A イクォリティ設計、 0 MF &1 ダイヤフラム採用 J ' DRIVE &'2 ち式スーパーウーファー 
(※特許出願中） 

■ デコーダー、アンススーバーウーファーが一体化。コンバクトで簡を接続、リモコン付属で 
簡単操作 

■ 総合出力100 W 、 映画だけでなく音楽、ゲームち臨場感あふれる迫カサウンド 

■ 6チャンネルアンプ内蔵 

■ デジタル入力端子として光1を統、同卽1系統を装備 
■ 見やずい表示部 

■ オンキヨー独自の7つのリスニングモード 
■ サンプリング周波数 96 kHz 入力に対応 

* ドルビーラボラト U - ズか5の実施権に基づき製造されています。 

ドルビー、 Dolby、Pro Logic 及びダブル□記号は、ドルビーラボラト U —ズの商標です。 

" 本機はデジタル'シアター'システムズ社か5のライセンスに基づき製造されていまず。 

"□ TS"、"DTS Di 留な1 SurrouncT は、デジタル'シアター'システムズ社の商標です。 

*1 独自開発 0 MF ダイヤフラム採用のスピーカーユニット 

スピーカーユニットにはすべて OMFCOnkyo Micro Fiber ） ダイヤフラムを採用。独自の素材と成お 
方法によって、振動板に要巧されるを件(①軽量②高剛性③適度な内部□ス）を最適む（ランスさせ、雑 
音の低減、トランジェント地;度特性）を向上させていまず。また、スーノ（ーウーファー部、サテライトス 
ピーカーは、音質の良い木製キャビネットを採用していまず。 

がコンパクトなが日自 おで担 力ある 重ほ音、 J'DRIVE 方式（特許出願中） 

ウーファー部はスピーカーユニット前面の容積を限界までかさくしに特殊な構造を採用し、高い圧力で 
圧縮膨張した空気を開□部から一気に放出する、いわばジェットエンジンのような空気の流れによって、 
自然で迫力ある重低音を再現しています。 


• h 音のエチケット 

楽しい映画や音楽ち、時間と場丽こよっては気になるものでず。 

隣近所への配慮を十分しましよう。特に静かな夜間には窓を閉めるのも一つのち法でず。 
お互いにわを配り、快い生;舌環境を守りましょう。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


才ーデイオ機器を安全にお使いいただ</£め、ご使用の前に必ずお読み < rd さい 


給表示について 


この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、 
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表 
术をしています。 

その表示と意味は次のよラになっています。内容をよく理解してから本文をお読みく 


ださい。 


巧欠とヒこの表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死亡または重 
1=1傷を負う可能性び想定される内容を示しています。 


ま意 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害を負う可 
能性が想定される内容および物的損害のみの発生び想定される内 
容を示しています。 


絵表示の例 


A 


A 記号はを意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるものです。 
図の中に具体的なま意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。 



S 記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれてい 
ます。 


を 

〇 


•記号は行為を強制したり指示する内容を告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容（左上図の場合は電源プラグをコンセン 
卜か5抜いてください）び描かれています。 
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A 警告 


■ 故障したままの使用はしない- 

♦ 万一、煙び出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のま 
ま使用すると、火災•感電の原因となります。すぐに本機の電源ス 
イッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
煙が出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 

からないて<ださい 


■絶対に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない- 

♦ 本機の裏ぶた、カバーは絶対にはずさないでください。 

巧部には電圧の高い部分げあ0、感電の原因となります。内部の 
点検-整備-修理は販売店に依頼して<ださい。 

♦ 本機を分瓶改造しないでください。乂災•感電の原因となります。 

■ 100 VLU 外の電圧で使用しない- 

0 m 本機を使用でさるのは日本国内のみです。 

♦ 表示された電源電圧妓流10日ボルト） L がが)電圧や船舶などの 
直流 （ DC ) 電源には絶巧に接続しないでください。火災•感電の 
原因となります。 

■ 放熱を巧げない- 



A あ 

電源プラグをコンセント 


0 


本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと内部に熱び 
こち0、火災の原因になることびあります。本機には内部の温度上昇 
を防ぐため、ケースの上部や後部などに通風孔びあけてあ0ます。 
次の点に気を付けてご使用ください。 

♦ 本機を逆さまや横倒しにして使用しないでくださし、。 

♦ 本機を、専用ラック外の押し入れや本箱など風通しの悪い狭し、 
所に押し込んで使用しないで < ださし、。 

♦ テーブルク□スをかけた0、布団の上に置いて使巧しないでくだ 
さい。 

♦ 本機を設置する場をは、壁か51日 cml ； LL の間隔をおいてくださ 
し、また、放熱をよくするために、他の機器との間は、かし離し 
て置いてください。ラックなどに入れるときは、機器の天面か5 
背面から已 cmm 上のすきまをあけてください。内部に 
熱びこわ0、火災の原因とな0ます。 


■ 水のかかるところに置かない 



水場での 
使巧禁止 


• 風呂場では使用しないでください。乂災•感電の原因となります。 


0 m 本機は屋内専用に設計されています。说5さないようにごを意く 

水地れ禁止 ださい。内部に水び入ると、火災•感電の原因となります。 
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么警告 


■ 水の入った容器を置かない 


0 


♦ 本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの 
入った容器やかさな金属物を置かないでください。中に入った 
場合、火災•感電の原因となります。 


■ 中に物を入れない 


0 


♦ 本機の通風孔に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだな落とし 
込んだりしないでください。火災•感電の原因となります。特にお子様 
のいるご家庭ではごを意ください。 


■ 中に水や異物び入った S 


水あ 

電源プラグをコンセント 
から巧いてください 


♦ 万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源 
スイッチを切0、電源プラグをコンセントから抜いて販売店に 
ご連絡 < ださし、。 


■電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 


♦ 電源コードび傷んだ5 (お線の露出、断線など）販売店に交換を 
ご'依轿くド■ザし、 

そのまま使用すると火災-感電の原因となります。 


0 


♦ 電源コードの上に重いをのをのせたり、コードび本機の下敷にな 
5ないよラにしてください。コードに傷びついて、乂災•感電の 
原因となります。コードの上を敷物などで覆ラことによ0、それ 
に気付かず、重い物をのせてしまうことびあります。 

♦ 電源コードを傷つけた0、加工したり、無理に巧げたり、ねじっ 
たり、引っ張ったり、加熱したりしないでください。コードび破 
損して火災-感電の原因となります。 


■落としたり、破損した状態で使用しない 


A© 

電源プラグをコンセント 
から巧いてください 


♦ 万一、誤って本機を落とした場含や、キャビネットを破損した場 
含には、そのまま使用しないでください。火災•感電の原因とな 
0ます。電源コードをコンセントか5抜き、必ず販売店にご相談 
<ださし、。 


■ 雷が鳴りだしたら機器に触れない 



接軸禁止 


♦ 雷び鳴0だした5、電源プラグには触れないでください。感電の 
原因となります。 


■ 乾電池を巧電しない 


0 


♦ 乾電池は充電しないでください。電池の破裂や液ちれによ0 
火災•けがの原因となります。 


5 




A ミ主意 


■ 設置上の注意 


0 


♦ 強度の足りない台やぐらついた0、傾いた0した所など、不安定 
な場所に置かないでください。落ちたり倒れた0して、けがの原 
因となることびあ0ます。 

♦ 本機の上に他のオーディオ機器を乗せたまま移動しないで<ださ 
し、倒れた0落下して、けびの原因となることびあ0ます。 

♦ 本機の上にものを置かないでください。バランスびくずれて倒れ 
たり、落下して、けびの原因となることびあ0ます。 

♦ 移動させる場合は、サランネットやスピーカーユニットに手を 
かけないでください。故障やけびの原因となることがあ0ます。 



♦ 移動させる場合は、電源スイッチを切り、接続コードやスピー 
カーコードをはずしてか5行ってください。落下や転倒など、思 
わ城事故の原因となります。 


■ スピーカーコー ドはま全な場所へ 



♦ スピーカーコードの配線された位置によっては、つまずいたり 
引っかかったりして、落下や転倒など事故の原因となることげ 
あ0ます。スピーカースタンドを利用した場合や高い所に置いた 
場を、壁に掛けた場含など、特にごを意ください。 


■ 次のよラな場巧に置かない 


0 

■ 使用上のま意 


♦ 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるよラな場所に置か 
ないでください。 火災. 感電の原因となることびあ0ます。 

♦ 湿気やほこりのをい場所に置かないでください。火災•感電の原 
因となることびあ0ます。 


♦ 電源を入れたときは、音量にミ主意してください。過大入力でス 
ピーカーを破損した0、突然大さな音び出て聴力障書などの原因 
となることがあ0ます。 


♦ 長時間音びひずんだ状態で使わないでください。アンプ、スピー 
カー等び発熱し、乂災の原因となることびあ0ます。 


0 


♦ 音量を上げすぎないようにごを意ください。耳を刺激するような 
大きな音量で長時間続けて聴くと、聴力に悪い影響をちえること 
びあ0ます。 


♦ 本機に乗ったり、ぶ5下がった0しないでくださし、特にお子様 
にはごま意ください。倒れた0、こわれた0して、けがの原因と 
なることびあります。 

♦ キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製 
品を近づけないでください。 

磁気の影響で製品び使えなくなった0、データび消失することび 
お0ます。 
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A ミ主意 


■ 接続について 


A 


♦ 本機を他のオーディオ機器やテレビ等の機器に接続する場合は、 
それぞれの機器の取扱説明書をよ<読み、電源スイッチを切り、 
説明に従って接続して<ださい。また接続は指定の コー ドを使用 
してください。指定！;のコードを使用した0 コー ドを延長した 
0すると、発熱し、やけどの原因となることびあります。 


■電源コード、電源プラグの注意 


0 


♦ 電源コードを熱器具にお付けないでください。コードの被覆び溶 
けて、火災•感電の原因となることびあります。 

♦ 城れた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因 
となることびあります。 

♦ 電源プラグを巧くとさは、電源コードを引っ張5ないで<ださ 
し、。コードび傷つき、火災•感電の原因となることがあ0ます。 
必ず、プラグを持って抜いてください。 

♦ 電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、火災 
の原因となることびあります。 


♦ 旅行などで長期間、本機をご使用にな5ないときは、安全のため 
必ず電源プラグをコンセントから巧いてください。火災の原因と 
なることびあ0ます。 

♦ 移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグを コン 
セントか5抜き、機器間の接続コードなどが部の接続コードや 
スピーカー コー ドをはずしてか5巧ってください。コードが傷つ 
さ、火災•感電の原因となることがあります。 

■電池について- 


虑 

電源プラグをコンセント 
から巧いてください 


A 


♦ 電池を U モコンに挿入する場合、極性表示（プラス十とマイナス 
一の向さ）にを意し、表示通0に入れてください。間違えると電 
池の破裂、液ちれにより、火災、けがや周囲をミち損する原因とな 
ることびあります。 


0 


♦ 指定！;^外の電池は使用しないでください。また、新しい電池とち 
し、電池を混ぜて使用しないでください。電池の破裂、液をれによ 
0火災、けびや周囲の巧損の原因となることびあります。 

♦ 電池は、加熱した0、分解したり、火や水の中に入れないでくだ 
さい。電池の破裂、液もれにより、火災、けがの原因となること 
びおります。 


■スピーカーコー ドについて- 

♦ スピーカーコードを傷つけた0、ねじったり、引っ張ったり、 
加熱したりしないでください。火災-感電の原面となることび 
おります。 
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么ミ主意 


■点検.工事について- 


虑 

電源プラグをコンセント 
からないて<ださい 


♦ お手入れの際は、ま全のため電源プラグをコンセントから巧いて 
行ってください。感電の原因となることびあります。 


A 


♦ 使巧環境にもよりますび、2年に1回程度の機器内部の掃除をお勧 
めします。もよりの販売店にご相談くださし、。 

本機の内部にほこ0がたまったまま、長い間掃除をしないと火災 
や故障の原因となることがあ0ます。特に湿気のを<なる梅雨期 
の前に巧ラと、よ0効果的です。なお、掃除、点検費用等につい 
ても販売店にご相談ください。 


♦ 電源プラグにほこ0なすこまると自然発火（トラッキング現象）を 
起こすことび知5れています。年に数回、定期的にプラグのほこ 
りを取り除いて<ださい。梅雨期前び効果的です。 


0 


♦ シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでく 
ださい。塗装びはばたり変形することびあります。 


お手入れについて 

キャビネットは、時々シリコンク□スまたは、柔らかい巧でからぶきしてください。巧れびひどいときは中性洗剤をうすめ 
たあに、柔らかい巧を浸し、固く絞って;'ちれをふき取ったあと乾いた巧で仕上げをしてください。固いなや、シンナー、ア 
ルコールなど揮発性のものなどでふきますと傷びついたり、文字び消えたり、変色したりすることびありますから、ご使巧 
にならないで < ださい。 

化学ぞラきんなどをお使いになる場をは、それに添付の注意書きなどをお読み < ださい。 

サランネットにほこりびついたときは、掃除機で暇い取るか、ブラシをかけるとよくほこりを取ることびできます。 

カラーテレビやパソコンとの近接使用について 

一般にカラーテレビやパソコンに使巧されているブラウン管は、地磁気の影響さえ受けるほどデ I 」ケートなものですの 
で普通のスピーカーシステムを近づけて使巧すると、画面に色むらやひずみび発生します。本機は（社）電子情報技術 
産業協会 ( JEITA ) (旧地）日本電子機械工業会 （ EIAJ )) の技術基準に適合した防磁設計を施していますので、テレ 
ビなどとの近接使用び可能となっています。ただし、設置のしかたによっては色むらび生じる場をびあります。その場 
合は一度テレビの電源を切り、]曰分〜30分棲に再びスイッチを入れてください。テレビの自己消臟機能によって画面 
への 影響び改善されます。その後ち色むらび残るよラな場合はスピーカーをテレビから離してください。また、近くに 
磁石など磁気を発生するものび置かれていますと本機との相互作用により、テレビに色むらび発生する場含びありま 
すので設置にご注意 < ださい。 

(ご注意） 

テレビなどとの近接使用をする場合、テレビから出ている電磁波の影響で本機の電源を切っていてもスピーカーから雑 
音を発生することびあります。このよラな場合は、スピーカーをテレビからさらに離してご使用下さい。 

取り扱い上のごを意 

本機は通常の音楽再生では問題ありませんび、次のような特殊な信号び加えられますと、過大電流による焼損断線事故 
のおそれびありますのでご注意ください。 

① FM チューナーび同調していないとさのノイズ ②テープレコーダーを早送りしたときの音 

⑤ 発信器や電子楽器等の高い周波数成分の音 @アンプび発振しているとを 

⑥ オーディオチェック ffiCD などの特殊な信号音 ⑥ピンコードなど、接続端子の振き差し時のショック音 

感 マイク使巧時の八ウリング 
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箱を開けた5、まず 




付属品を確認ずる 



ご使用の前に次の付属品びそろっていることをお確かめ < ださい。 （） 内の数字は数量を表しています。 


• 本体 （1) 



• スピーカーコード（左ちフ□ント/センター用） 
2.5 m (3) 



• サテライト スピーカー（已） 



-オーディオ用光デジタルケーブル （ 1 ) 



• スピーカーコード （サラウンド用） 8 m に） 



• サテライトスピーカー用コルクスペーヴー 
(-組〈20個 >) 


/ 

00001/ 
0 0しつ1 
00001 
-つ〇 〇つ 
〇 〇〇し' 

、 

1 


• リモコン （ RC -442 S )(1) 
• 乾電池(単3お） （2) 



-取扱説明書（本書 1) 

• 保証書 （1) 

• オンキヨーご相談窓□•修理窓□のご案の （ 1 ) 
• ユーザー登録はびを （1) 


ごま意 

本機は、本体および同捆のサテライトスピーカーとの組み合わせで最良の状態になるように設計されております。 
本体と他のスピーカーとの組みをねせや、他のアンプとサテライトスピーカーとの組みをわせでご使用になつ 
た場合の故障については、保証でさない場合びありますのでご了承ください。 
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箱をあけた5、まず 




U モコンを準備ずる 


乾電池の入れ方と交換の仕方 




ごを意 

-種類の異なる電池や、新しい電池とちい電池を混用しないでください。 

-長期間 U モコンを使用しないときは、電池の液漏れを防ぐために電池を取り出しておいてください。 

-寿命びなくなった電池を入れたままにしておくと腐食により U モコンをいためることびあります。 U モコ 
ン操作の反応び悪くなったときは、ただちにちい電池を取り出して2本とわ新しし谭池と交換してくだ 
さい。 

-使用頻度にもよりますび、付属のマンガン電池の寿命は約目ヶ月です。電池の交換時には、単3型をご使用 
<ださい。 



- U モコン受光部に曰光やインノ くーター堂光灯などの強い光を直接当てると正しく動作しないことびありま 
す。 

-ホが線を使った機器の近くで使用した0、他のリモコンを併用すると誤動作の原因となります。 

• U モコンの上に本など、ものを置かないでください。ボタンび押し続けられた状態になり、電池び消耗し 
てしまラことびあ0ます。 

- U モコンとリモコン受光部の間に障害物びあると操作できません。 
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* 放熱用フアン 

本機内部の温度び上昇したとさに、 
フアンび回ります。 


。会面パネル _ J 

〇 P 日 WER (主電源）スイッチ [17] 

主電源の日 N/OFF を切り換えます。 

0電源コード [17] 

0 FRONT SPEAKERS (フ□ントスピーカー） 
端子 [16] 

フ□ントスピーカー（左/センター/ち）を接続し 
ます。 

〇 D に ITAL 1 INPUT (OPTICAL) (デジタル 
1光入力）端子[14、1日] 

付属の光デジタルケーブルで、ゲーム機や CD プレー 
ヤーなどの光デジタル出力端子と接続します。 

0 DIGITAL 2 INPUT COAXIAL) (デジタル 
2同卽入力）端子 [14] 

同軸デジタルケーブルで、 DVD プレーヤーなど 
の同軸デジタル出力端子と接続します。 

@ LINE INPUT (ライン入力）端子[14、1己] 

オーディオ巧ピンコードで、ビデオデッキなどの 
ライン出力端子（アナ□グ)と接続します。 

e SURROUND SPEAKERS (サラウンドス 
ピーカー）端子 [16] 

サラウンドスピーカー(左/ち）を接続します。 


[] 内の数字は、参照ぺージを示してしほす。 


〇 STAND 己 Y/ON (スタンバイ/電源オン）ボタ 
ン [17] 

後面ノ f ネルの主電源スイッチび日 N のとき、電源 
オンとスタンバイ状態（スタンバイインジケー 
ターび点口）を切り換えます。 

& スタンバイインジケーター [17] 

スタン/ (イ状態のとさや、 U モコンか5の信号を 
受信するたびに、赤く点灯します。 

0 MASTER VOLUME (ま音量調整）つまみ [20] 
主音量を調整します。 

〇リモコン受光部 [10] 

@表示部 

A リスニングモードあるいはデジタル入力 
フオーマットインジケーター 
巨 S ユーティングインジケーター 
C 多目的表示部 


各部の名称と働き_ 

〇 0 

e 


〇 


@表示部}広大図 


A B 

I 


1 



厂 CDDiaiTAL 1 【msi STEREO 

F>CU DIGITAL. 日日 PROLOQ に田 DSP 

MUTING - 


ft 

ch 

化 


面パネル 
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[] 内の数字は、参照ぺージを示しています。 


U モつン RC -442 S 



e 


〇 INPUT (入力切り換え）ボタン [20] 

巧すたびに、入力信号び切り換わります。 

0 VOLUME (音量調藝） ▲/ ▼ボタン [20] 

▲を巧ずと音量び上び0、▼を押すと下びりま 
す。 

LATE NIGHT (レイトナイト）ボタン [2 已] 

KJ レビーデジタ J レ録音されたソフトを演奏すると 
き、ダイナミックレンジ(音量の大ル幅）を小さく 
します。夜中などに音量を絞って映画を鑑賞す 
るとさ、ルさな音ち間こえやすくな0ます。 

DIMMER (ディマー）ボタン [2 1 ] 

巧すたびに、表示部の明るさを3段階(普通/や 
や暗い/暗い）に調節します。 

DISTANCE (距離設定）ボタン [18] 


〇 


0 

スピーカーとの距離を設定するときに押しま 
す。 

@ LEVEL/DISTANCE (レベル/距離調整） ▲/ 
▼ボタン[18、1日、2己] 

各スピーカーのレベルや距離を設定するとを、 
数値を上げ下げします。 

み TEST (テストトーン出力）ボタン [19] 

各スピーカーか5、テストトーンび出力されま 
す。スピーカーのレベルを合わせるとさに使用 
します。 

包 CHANNEL (チャンネル切り換え）ボタン 
[18、1日、2日] 

距離またはレベルを設定するスピーカーを選び 
ます。 

@ MUTING (ミューティング）ボタン[吕 1] 

音量を一時的に下げます。 

⑩ USTENING MODE (リスニングモード）-^/ 
►ボタン [23] 

U スニングモードを選びます。 

⑩ STANDBY/ON (スタンバイ/電源オン）ボタ 
ン [17] 

後面ノ くネルの主電源スイッチび日 N のとを、電源 
オンとスタンノ くイ状態（スタンノ くイインジケー 
ターび点巧）を切0換えます。 


各部の名称と働き 


⑩⑩〇 〇 
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スピーカーを設置する 


本機は目チヤンネルのアンプを内蔵しており、本体内蔵のスーパーウーファーと已つのサテライトスピーカー 
を適切に配置することによ D 、 最適なサラウンド再生を楽しむことびできます。 

付属のサテライトスピーカーはすべて同じ性能です。3つを左ちフ n ントスピーカーとセンタースピーカー 
として、2つを左ちサラウンドスピーカーとして使用します。 


昼本的な設置例と各スピーカーの役割 I 

スピーカーの設置は、実隙には部屋の大きさや壁の材質などによっても違ってをますび、ここでは各スピー 
カーの基本的な配置例と各スピーカーの役割を紹介します。 



■ サテライトスピーカー巧コルクスペーサーについて 

よりよい音でお楽しみいただ < た奴に、付属の 
コルクスペーサーのご使巧をおすすめします。 
また、コルクスペーサーを使巧することにより、 
すべりにくく安定して設置することびできます。 



使用例2 


スぺ—サ— 



• 左ちフ□ントスピーカーとセンタースピーカー 

視聴者の前方に配置します。 

一3つのスピーカーびなるべく同じ高さにな 
るよラに設置してくださし、。 

一 音楽や映画を鑑賞する位置と姿勢で、視聴 
ちの耳に向くよラに配置してください。 
センタースピーカーは、左ちフ n ントスピーカー 
の音源効果や、音の動さを明確にして、より豊か 
なサウンドイメージを作ります。 

-左ちサラウンドスピーカー 

視聴をの横または後ろに配置します。 

音の立体的な動さを表現し、背景をイメ ージし 
た環境音、また場面を盛り上げる効果音を作0 
だして臨場感を高めます。 

• スーパーウーファ ー （本体） 

フ□ントスピーカーの近くに配置します。 
迫力のある重低音効果を最大限に発揮します。 

ごミち意 

スーパーウーファー(本体）は、リモコンで操作でを 
る位置に配置してくださし、。 


■ サテライトスピーカーを固定ずるには 

已つのサテライトスピーカーには、市販されてい 
るスタンドや金具を使巧でさるネジ巧びつけ5 


れてし、ます。底面にはピッチ目 0 mm で M 已用ネ 
ジ巧び2個、背面には M 己巧ネジ巧1個を設けて 
あります。取り付けちまについては、ご使用にな 
るスタンドや金具の説明書をご賣くださし、。 


M 己ネジ 






111111111 

5mm 



T 


7 〜 1 2mm 


スタンドや金具をご使用 
になるときは、ネジ長に 
を意して<ださい。有効 
ネジ長び7〜] 2 mm の 
ちのをご使用<ださい。 







オーディオ機器やゲーム機を接続ずる 


本徽こは2種類(光/同軸）のデジタル音声入力端テとアナ□グのライン入力端テびあ0、最大で3種類の音 
声機器やゲーム機器を接続することびできます。 

-ドルビーデジタル、 DTS ソフトなどのデジタル信号を再生するためには、デジタル音声入力端テへの接 
続び必要です。 

-パソコンで已 .1 チヤンネルサラウンドを楽しむには、 DVD - R 日 M ドライブのほかに、デジタル出力 
(光または同軸）に対応したノ くソコンや音源ボードび必要です。 

ずべての接続が売了してか5、電源プラグをコンセントに接続してください。 


[^-ディオ機器 • ゲーム機の接続例 


I ~、 :信号の流れ 



- DIGITAL 1 INPUT (日 PT に AL ) 端テには、 
保護用キャップび取 D 付け5れています。接続時 
は、このキャップを取りがしてください。使用し 
ない場合、キャップは必ずもとどおりに取り付け 
ておいて < ださい。 



-音声用ピンコードは、次のように接続してくださ 
い。 


他機音青 L 端子へ 
(白） 


(赤） 

他機音青 R 端子へ 



本機音青 L 端子へ 
(白） 

m 

本機音芦 R 端子へ 



-コードのプラグはしっかりと契まで差し込んでく 
ださい。接続び不完全だと、雑音や動作不良の 
原因になりまず。 


差し込み不亮全 



て —奥まで差し込んでください 

-音声用ピンコードはスピーカーコードと一緒に 
束ねないでください。音質び悪 < なることびあり 
ます。 

-□に ITAL 2 INPUT に OAXIAL ) 端テを使用 
される場をは、コア付さケーブルをご使用くださ 
し、コア付さでない場合、他の機器に電波障害 
び発生する場含びあ0ます。 
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才ーデイオ機器やゲーム機を接続ずる 



テレビを含む接続例 ] 


本機に接続できるのは、音声信号のみです。映像信号は、それぞれの機器か5直接テレビに接続する必要び 
おります。 


■ ゲーム機や DVD プレーヤーのみを接続する場台 


テレビ 


-信号の流れ 


映像入力端子へ 


GXW -5.1 


— 


DIGITAL 1 INPUT 
(OPT に AL ) へ 

一音声出力 


K "’ 

© DIGITAL： 

_ぉ邱… 


• LINE 
INPUT 

JsuBHOUND 

' - ^^^SPEAKERS- 


ゲーム機や DVD プレーヤー 


ゲー ム機や DVD プレーヤーの映像出力をテレビの 
映像入力に接続し、音声出力を本機に接続します。 

この接続では、ゲーム機や DVD プレーヤーでソフト 
を再生し、本磯の INPUT ボタンで接続した機器の音 
声入力信号を選びます。 


■ ゲーム機と CD プレーヤーを同時に接続する場合 


テレビ 



ゲーム機器 


ゲーム機の映像出力をテレビの映像入力に接続し、 
音声出力を本機に接続します。 

このとき、たとえばゲーム機の音声出力を本機の 
LINE INPUT 端子に接続し、 CD プレーヤーの音声 
出力を本機の D に ITAL ] INPUT (日 PT に AL ) 端 
テに接続してお < と、本機の入力切り換え操作だけ 
で、ゲームと CD を使い分けることびでさます。 


ゲーム機の音声出力をテレビに接続しているときは 

テレビの音青出力を本機の LINE INPUT 端テに接続してくださし'1。 
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スピーカーを接続する 


接続の前に スピーカー端子への接続方法 

付属のスピーカーコードの準備をします。 〇レノ く一を巧します。 

〇 スピーカーコードのビニールカバーの先を がし 
ます。 



0しん線を巧の中に入れます。 


〇 しん線をよじりまず。 

ゾ 


0レバーをはなします。 



左ちフ□ント、センター、サラウンドスピーカーの接続図 



スピーカー スピーカー 


GXW 百1 


スピーカー 


ごを意 

-プラス（十）とマイナス（一）を間違って接続した 
り、左ちのスピーカーを間違えて接続しないでく 
ださい。音声び不自然になります。 

. 付属のスピーカーコードの白線の入っている 
ちをプラス （+) 側に接続してください。 


_, を険 

+ 

胃 11回路の故障を防ぐため、スピー 


力ーコードのしん線のプラスと 


マイナスあるいは L / R を絶対に 


岡 *' シヨートさせないでぐださい。 
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電源を入れる 





本機の電源を壁のコンセントに接続する 


接続ずる前に 


-本機の電源コードがの、すべての接続び完了していることを確認してくださし、。 

-電源コードはより良い音質で聞いていただ<た奴に、極性の管理びされています。電源コードの片側に白 
線の入ってし巧側を家庭用電源]ンセントの溝の長い方にをねせて差し込んでくださし、。 



本磯はま電源スイッチ （ POWER ) び日 N の状態でエ 
場出荷されていますので、最初に電源コードのプラ 
グをコンセントに差し込むとスタンバイインジケー 
ターび点灯し、下記の「電源を入れる」の手順1と同 
じ状態にな0ます。 


電源を入れる 


1後面パネルの POWER (を電源）スイッ 
チを ON にずる 

スタンノ W インジケーターび点灯し、スタンバイ 
状態にな0ます。 


阿 


壁コンセント 






ご!前面ノはルまたはリモコンの 

STANDBY/ON (スタンバイ/電源才 
ン）ボタンを巧ず 

スタンノ くイインジケーターび消え、表示部び点灯 
します。 


メモリー保持について 

本機には、メモリー保持巧の予備電源装置び内蔵さ 
れています。これは、登録したレベル設定（晒]白 
ページ）などを停電時などに保護するためのちので 
す。2週間！; LL 本機のま電源を切った状態にしてお 
くと、^モリー内容は消えてしまいます。 

誤動作するときは 

本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を 
実現していますび、ご < まれにが部か5の雑音や巧 
害ノイズ、静電気などの影響を受けて誤動作すると 
をびあります。このよラなときは、電源コードを壁の 
]ンセントから一度抜き、已秒！; LL たってか5つなざ 
なおして < ださし、。 
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スピーカーまでの 距離を設定する 


操作の前に、設置したスピーカーか5聞く位置までの距離を設定します。 

スピーカーの設置については、「スピーカーを設置する」 （唆13 ページ）をご覧ください。 



-センタースピーカーは、左ちのフ□ントスピー 
力一より 1 .曰 m まで近くに設定でさますび、 フ〇 
ントスピーカーより遠くには設定でさません。 

-左ちのヴラウンドスピーカーは、左ちのフ□ント 
スピーカーより 4 .己 m まで近くに設定でをます 
び、フ□ントスピーカーより遠くには設定できま 
せん。 


1リモコンの D 旧 TANCE ボタンを巧ず 

表示部にフ□ントスピーカーまでの距離び表示 
されます。 


cl LEVEL / D 旧 TANCE ^/ ▼ボタンで、実 
際の距離に近い数値に設定しまず 

▲ボタンを押ずと数値び上びり、▼ボタンを押す 
と下びります。 

日. 3 m 〜 日.日 m の 範囲で設定で をます。 


〇 CHANNEL ボタンを巧してスピーカー 
表示を切り換え、ずべてのスピーカーま 
での距離を設定ずる 

ボタンを巧ずたびに、スピーカーの表示び巧の 
ように切りおわりまず。設定方法は、手順吕と同 
じです。 

FRONT (左ちのフ□ントスピーカー) 

i 

CENTER (センタースピーカー） 

i 

SURR (左ちのサラウンドスピーカー） 

i 

(FRONT に戻る） 


4 d 旧 TANCE ボタンを巧ず 


通苗の表示に戻0まず。 
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各 スピーカーの 音量レベルを設定する 


各スピーカーからの音量び同じに聞こえるように、それぞれの音量レベルを設定します。 


VOLUMEA 



1 リモコンの TEST ボタンを巧ず 

左のフ□ントスピーカーか5 r ヴ ー 」といラテスト 
音び出ますので、 V 日 LUME ▲ ボタンでいつも 
聞<音量にしてください。その樓、下記の順で各 
スピーカーか5テスト音びでます。 

LEFT (左のフ□ントスピーカー) 

i 

CENTER (センタースピーカー) 

i 

RIGHT (ちのフ□ントスピーカー) 

i 

SURR R に HT (ちのサラウンドスピーカー) 

SURR LEFT (左のサラウンドスピーカー) 

i 

SUBWOOFER (スーノ V °— ウー ファー) 

1 

LEFT (左のフ□ントスピーカー)に戻る 

テスト茵ま、 TEST ボタンを巧したあと、何も操作 
しないでいると、自動的に次のチャンネルに移り、 
2砂ずつテスト音を出力しまず。 ] 日回くりかえし 
て止まります。 


£=! CHANNEL ボタンを巧してスピーカー 
を切り換え、 LEVEL/DISTANCEA/T 
ボタンで、聞く位置か5各スピーカーの 
音量び同じに聞こえるよラに調整ずる 

▲ボタンを巧すと音量び上びり、▼ボタンを巧す 
と下びります。 

-12 dB 〜+1 2 dB の範囲で設定できます。 
(SUBWOOFER (スーパーウーファー)は、 
-30 服〜 +] 2服） 


。 TEST ボタンを巧ず 

設定したスピーカーの音量レベルび記憶され、 
通常の表示に戻ります。 
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機器を選んで演奏する 



1リモコンの INPUT ボタンを繰り返し巧 
して、入力を選ぶ 


DIG 1： D に ITAL ] INPUT (日 PT に AL) 端子 
に接続された機器 

DIG 2： DI 白 ITAL 2 INPUT (仁 OAXIAL)iS 子 
に接続された機器 

ANALOG ： LINE INPUT 端テに接続された機器 

3 秒間経つと、選んだ入力と U スニングモードの 
表示になりまず。 



と選んだ機器の演奏を始める 


〇前面パネルの MASTER VOLUME つま 
みまたはリモコンのV日 LUME^/ ▼ボタ 
ンで音量を調整ずる 

MASTER V 日 LUME つまみは、ちに回ずと音 
量び上びり、左に回すと下びります。 

リモコンの V 日 LUME ボタンは、▲を押ずと音量 
び上びり、▼を押すと下びりまず。 



アナ□グ/デジタルの切り換えについて 

DIG1 または D に 2 を選んだとさ、本機は常にデジタ 
ル信号を選択します。デジタル信号び検出されない 
場合も、アナ□グに切り換わることはありません。 
アナ□グ信号を入力するときは、 LINE INPUT 端テ 
に機器を接続し、入力設定を AN AL 日 G に切り換え 
て < ださい。 
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機器を選んで演奏する 



音を一時的に消す（ミユート機能） ) 



音楽を聞いているときに、電話びかかってきてすぐ 
に音をルさくしたいときなどに役立ちます。 

MUTING ボタンを巧ず 

表示部の MUTING インジケーターび点滅し、一時的 
に音量を下げます。 

ミ MUTING ミ 

わラー度押すと、元の音量に戻0ます。 

ごミち意 

一度スタンノ（イ状態にすると、次に電源を入れたと 
を、ミュート機能は解除されています。 


表示部の明るさを変える 




DIMMER 


DIMMER ボタンを巧ず 

押すたびに、表示部の明るさび3段階（普通/やや 
暗い/暗い）に切り換わります。 






































リスニングモードを使う前に 


本機には、しソ下のリスニングモードびあります。 


DOLBY DIGITAL Surround/DTS (Digital 

シアター システム サラウンド 

Theater System ) Surround 

2 日 Hz 〜 2 日 kHz の己チャンネル（左ちフ□ント、セ 
ンター、サラウンド 2 ch ) と、低域効果音を記録した 
LFE (Low Frequency Effect ) チヤンネルを、そ 
れぞれ混ぜ合わせることなく独立して記録•再生ず 
る已 .1 かのデジタル•サラウンド•フォーマットです。 
データの転送レートなどに違いはあるものの、いず 
れのフォーマットでわ、ご家庭でわ簡単に劇場やコン 
ヴートホールさなび5の臨場感あふれるサウンドを 
ご体験いただけます 。 DOLBY D に ITAL は、配[酉質 
マークのついた DVD ビデオなどの再生時に楽しむ 
ことびでさます。 DTS は鹽マークのついた DVD 、 
LD 、 CD などの再生時に楽しむことびできます。 

DOLBY PRO LOGIC 11 Surround 

従来の 4 チャンネル（左ちフ□ント、センター、モノラ 
ルのサラウンドチャンネ J レ）のプ□□ジックヴラウン 
ドと已 .1 チャンネルのドルビーデジタルサラウンドの 
橋渡しをする、次世代の己チャンネルサラウンド方式 
です。映画に最適な Movie モードと音楽再生に最適 
な Music モードの 2 つのモードび選がでさます。 
Movie モードでは、従来モノラルで帯域の狭かった 
サラウンドチャンネルびステレオ再生になり、より移 
動感のある再生が楽しめます。また、 Music モードで 
は、2チャンネルの音楽に対しても自然な音場感をヴ 
ラウンドチャンネルより再生します。 DOLBY PRO 
LOGIC II Suit 日 und は、 □[ I I DOLBY SUHROUNP ] マークのつい 
た VHS や DVD ビデオ、または一部のテレビ番組再 
生時に楽しむことげでをます。また、 Music モードは 
CD などのステレオ音楽にも適しています。 


オンキヨー独自の U スニングモード 

ドルビーデジタルまたは DTS 仪外のソースでは、才 
ンキヨー独自の U スニングモードを楽しむことびで 
さます。 

ゲームアクション 

GAME ACT ： 


ゲームシ=ユレーシヨン 

GAME SIM ： 

ゲームアドベンチャー 

GAME ADV : 

POPS / ROCK ： ポピュラーミュージック用。ライ 

ミュージヵル ブ'の®力を出!します。 

MUSICAL ： クラシックやミュージカルの演 

奏用。自然なにびりを重視しま 
ず。 （センタースピーカーの音 
テレビっ7ン は出ません。） 

TV FAN ： スタジオ収録のテレビ番組用。 

全体的なサラウンド感とセ U フ 
の明瞭度を高めています。 

ALL CH ST ： 目 GM として音楽をかけるとき 
のモード。フ□ントとヴラウンド 
チャンネルの両方で、ステレオ 
イ; <— •ジをつく 0出します。 

DTS についてのごま意 

• DTS 対応の CD や LD を 「ANALOG」 の設定で再生す 
ると、 DTS エンコード信号をそのまま再生するため、ノ 
イズび出力されます。このノイズを再生すると、アンプ 
やスピーカーにダ><ージを与える恐れびあります 
ので、 DTS ソースを再生するときは必ずデジタル 
(OPT に AL/C 日 AXI 冉 L) 入力端子に接続して < ださ 
い。 

• DTS ソースを再生している時にプレーヤー側でポーズ 
やスキップなどの操作をすると、ご < 短時間ノイズび発 
生する場含びありますび、これは故障ではありません。 

. 一部の CD または LD プレーヤーでは、本機とデジタル 
接続をしても正しく DTS 再生びできない場をびありま 
す。デジタル出力に何らかの赃理（出カレベル調整、ヴ 
ンプ IJ ング周波数変換、周波数特性変換など）び行われ 
ていると、本機では正しい DTS データとみなすことび 
でさないからです。このよラな処理を行いなびら DTS 
ソースを再生すると、ノイズを発生してしまいます。 


シューテイング/アクション 
ゲーム用。迫力のあるサラウン 
ド音青になります。 

シ S ユレーシヨンゲーム用。臨 
塌感を高めます。 

□-ルプレイングゲーム用。尝 
話の雰囲気を重視します。 
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リスニングモードを使 5 



1 U モコンの INPUT ボタンを繰り返し巧 
して、演奏したい機器の入力信号を選ぶ 

表示部に還んだ入力と U スニングモードび表示 
されます。 

DIGITAL ] の設定び D 曰 LBY D に ITAL の場合 


選んだ入カ リスニングモード 


d LISTENING MODE ィ/►ボタンを巧 
して、リスニングモードを選ぶ 

左ちのボタンを押すたびに、モードび切り換わ0 
ます。選べるモードは入力信号の種類によって 
異なります。（下の表をご覧ください。） 


〇選んだソースを演奏ずる 

リスニングモードを解除するには 

STERE 日になるまで LISTENING M 日 DE ボタン 
を巧します。通常のステレオ音声に戻ります。 


入カ ソースの 信号（意味） 

フォーマット* 

ANALOG/PCM 

(アナ□グ /PCM) 

DOLBY D 

(ドルビーデジタル） 

2 /Oiy 列 2/0 

DTS 

-スとなるソフト 

リスニングモード 

カセット、 CD 

レコード、チューナー 

DVD ビデオ 

DVD ビデオ 

CD 

Stereo 

• 

• 

• 

• 

Dolby D (Dolby Digital) 


• 



DTS 




• 

Pro Logic II Movie 

• 


• 


Pro Logic II Music 

• 


• 


GAME ACT 

• 




GAME SIM 

• 




GAME ADV 

• 




POPS/ROCK 

• 




MUSICAL 

• 




TV FAN 

• 




ALL CH ST 

• 





フオーマットについては、次ぺージをご参照ください。 











































リスニングモードを使ラ 




フォーマットの 表示に ついて 


a b c 



入カソースの信号 

DOLBY D (ドルビーデジタル） 
DTS 

ANALOG/PCM (アナ□グ /PCM) 


ソースを演奏するなど、音舌信号び入力されたとさ 
や、演奏違中でフオーマットび変わったとさなどに表 
示部に次のよラな表示び3秒間出ます。 

意味は次のよラになっています。 

a . フ□ントチヤンネルの数を表しまず。 

3:フ□ントの音声び、 L (左）、 

C (センター )、 R (ち）の3チヤンネル 
吕： L (左 ）、 R (ち）の2チヤンネル 
1:モノラル （1 チヤンネル） 

b . ヴラウンドチヤンネルの数を表しまず。 

吕： LS (左サラウンド）、 

RS (ちサラウンド） 

1:モノラル （1 チヤンネル） 

0:なし 


C. LFE (ほ域効果音: Low Frequency Effect ) 
のありなしを表しまず。 

.1: LFE あり 
空白 ： LFE なし 

例えば、「3/2.1」と表示された場合は、前方3チヤ 
ンネルとサラウンド2チヤンネル、そ机こ LFE びそれ 
ぞれ独立してエンコードされたソースであることを 
表しています。 
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リスニングモードを使ラ 



一時的にスピーカーレべルを調壁する 



再生中、一時的にスピーカーのレベルを調整することびできます。 

1 再生中に U モコンの CHANNEL ボタン 
を 巧して、 スピーカーを 還ぶ 


ご! LEVEL/D 旧 TANCEA/ ▼ボタンで、聞 
く位置か6さスピーカーの音量が同じに 
聞こえるように調整ずる 

▲ボタンを巧すと音量び上びり、▼ボタンを巧す 
と下びります。 

-12 d 日〜+1 2 d 日の範囲で設定できます。 
(スーノてーウーファーは、 一30 dB 〜+1吕 d 巨） 


〇 CHANNEL ボタンを巧ず 

スーバーウー ファー を選んでいるときに、 
CHANNEL ボタンを巧すと、通常の表示に戻り 
ます。この設苗ホ、本機をスタンバイ状態にする 
と解除されます。 CHANNEL ボタンのかわりに 
TEST ボタンを巧すと、テストトーンで調整した 
レベルとして保をされます。 


〔レイトナイト機能 （DOLBY D に ITAL ソフト再生時のみ) 




LATE 

NIGHT 


ドルビーデジタル録音されたソフトを演奏するとさ、 
ダイナミックレンジ(音量の大ル幅）をルさくします。 
夜中などに音量を絞って映画を鑑賞するとさ、ルさ 
な音ち聞こえやすくなります。 


LATE N に HT ボタンを巧ず 


押すたびに、2段階のレイトナイトモード （ HIGH / 
LOW ) と日 FF を切り換えることびできます。 

H に H にすると L 日 W よりさらに効果びありまず。音量びかさ 
くて聞き取りにくした动ま HIGH にしてくださし、。 


ごま意 


-レイトナイト機能は、ドルビーデジタルソフトにの 
み効果びあ0ます。 

-レイトナイトの効果は、ドルビーデジタルソフトに 
よって決まっていますので、ソフトによっては効 
果びかなかったり、効果びない場合もあります。 

-レイトナイト機能は、本機をスタンバイ状態にす 
ると解除されます。 







































主な仕様 


■ 本体（本体は、デコーダー、アンプ、スーパーウーファーが一体になつています。） 


アンプ部 

定格出力倍チャンネル駆動時) 
フ□ント、サラウンド部 
スーパーウーファー部 
周放数特性 

フ□ント、サラウンド部 
スーノ '^-ウーファー部 
全高調波歪み率 
SN 比 
S ュート 
入力 

デジタル] 

デジタル2 
アナ□グ 

スピーカー部 

形式 

-般 

電源 

消費電力 

外形寸法(幅 X 高さ X 奥行さ） 

質量 

その他 


1已 WX 日 （1 kHz 、6 0/ EIAJ ) 

25 W (100 Hz . 3 n / EIAJ ) 

1已日 Hz - 2日 kHz 、 + 1 / - 3 d 目 ( Stereo モード) 
20 Hz - 150 Hz . + ] / - 3 服 ( Stereo モード） 
0.1% (出力曰 W ) 

100 dB ( STERE 日時 、 IHFA 日.己 V 入力） 

-目日服 


光 ( OPTICAL ) 

同軸 （ COAXIAL ) 

RCA L/R (200 mV / 日日 kO ) 

J ドライブち式 1 目 cm OMF コーン 

ACIOOV 、 已 0/ 巨 0 Hz 
100 W (電気用品安全ま技術基準） 
20日 mm X 300 mm x 288 mm 
8 .日! < 旨 

防磁設計 （ EIAJ ) 


■ サテライトスピーカー 


形式 

外形寸法(幅 X 高さ X 奥行さ) 

質量 

その他 


8 cm OMF コーン （1 ヶにつき]本使用) 
105 mm X 97 mm x 100 mm 
各 0.6 k 畳 
防磁設計 EIAJ ) 


性能および外観は、性能向上のため予告なしに変更することびります。 
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故障？と思った5 


本機び正常に動作しないとさは、この表を参考にしてお調べください。これ 5 の処理をしても直 5 ないとき、 
これ政がの症状のとをは、電源コードをコンセントから抜いて「お名前」「おところ」「電話番号」「製品名 
(GXW- 日. 1 ) 」 r 故障状況」をできるだけ詳しくお買い上げいただいたお店、または当社サービスステーシヨ 

ンまでご連絡ください。 



症が 

原因 


対応の仕方 

電源を入れた途端にアンプ保護回路が動作した。 

電源び切れた。 

ただちに電源コードをコンセントから振き、お 
買し、上げ店もしくは当社サービスステーション 
にご連絡ください。 

電源び入らない 

電源コードびコンセントから抜けている。 

電源コードをコンセントに差し込んでください。 
(1^] 7ベージ） 


背面の POWER (ち電源)スイッチび OFF 
(オフ）になっている。 

ON (オン)にしてください。 

(防] 7ベージ） 


列•部ノイズび本機内部のマイコンに 
影響した。 

電源プラグを一度コンセントから抜き、已砂し^ 
上たってから再度つなぎなおして<ださい。 

(降] 7ベージ） 


本機巧部の ヒュ ーズび切れた。 

お買い上げ店をしくは当社サービスステーショ 
ンにご連絡ください。 

電源は入るが、 

音び出ない。 

MUTIN 白インジケーターび点滅している。 

リモコンの MUTING ボタンを巧して MUTING 
インジケーターを消してください。 

知21ページ） 


ピンコードやスピーカーコードの接続び 
正しくない。 

をう一度接続を確認してください。プラグや 
コード類はしっかりと接続してください。 

(1^1 4ベージ） 


マイコンび誤作動している。 

電源プラグを一度コンセントから抜を、已砂し^ 
上たってから再度つなぎなおして < ださい。 

(降] 7ベージ） 


INPUT (入力)の設定び正しくない。 

再生してし、る機器び接続されている INPUT に 
して < ださい。 

(c^20 ぺージ） 

IJ モコン操作び 
でさない。 

• U モ コンに電池び入ってし、ない。 

•電池の寿命びな<なっている。 

•U モコン受光部び障害物でふさびれている。 

-乾電池を正し < 入れてください。 

•新しし帶電池と交換してください。 

(心 10 ページ） 

. 障害物を取り除いてください。 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していますび、ごくまれにが部からの雑音や妨害ノイ又また静 
電気の影響によって誤動作する場合びあります。そのよラなと去は、電源プラグを抜いて約已砂後に改めて電源プラグ 
を入れてください。 


《マイコンの u セットについて 

サラウンドモードなどの設定をすべて初期（工場出荷時の設定内容）化したいとさは、スタンノ くイ状態のときに本体の 
STAND 日 Y/ON ボタンを押したまま U モコンの LATE MGHT ボタンを巧してくださし'1。表示部に CLEAR び表示さ 
れ、初期化されると同時にスタンノ くイ状態になります。 
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アフターサービス 


■保罰書 

この製品には保罰書を別途添付していますので、 
お買い上げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
き、大切に保管してください。 

保罰期間はお買い上げ曰より1年間です。 

■調子が悪いとさは 

意外な操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をもう一度よくお読みいただき、お 
調べください。本機 m 外の原因わ考え5れます。ご 
使用の他のオーディオ製品わあわせてお調べくだ 
さい。それでちなお異常のあるとさは、ただちに電 
源プラグを抜いてから、修理を依頼してください。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは商品と保証書を 
ご持参ご提示のラえ、お買い上げの販売店または、 
当社サービスステーションにご依頼ください。 
詳細は保証書をご覧ください。 


度理を依頼されるときは 

「おところ」「お名前」「電話番号」 r 製品名に XW - 
曰.1)」 r 故障または異常の内容」をでさるだけ詳し 
く、お買い上げ店または当社サービスステーション 
までご連絡ください。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店または当社サービスステーションに 
ご相談ください。修理によって機能び維持できる 
場合はお客様のご要望により有料修理致します。 

■補修用性能部品の保有期間について 

当社では本機の補修用性能部品を製造打ち切0後 
最低8年間保有しています。この期間は経済産業省 
の指導によるものです。性能部品とはその製品の 
機能を維持するために必要な部品です。保有期間 
経過後でも、故障箇所によっては修理可能の場含び 
ありますので、お買い上げ店または当社サービスス 
テーションにご相談ください。 



ONKYO® 

淪巧ち杜 

本社/大阪府寝屋リI市曰新町 2- 1〒曰 72-8 已40 

アフターサービスのお問い合わせ先： 

お買い上げの販売店もしくは r オンキヨーご相談窓□•修理窓□のご案内」に記載の最寄りのサービスステーシヨン 
へお申し出ください。 

• 東京サービスセンター巧03 (3861)8121 ♦ 大販サービスセンター巧06 (6 已7巨）7色20 

SN 29343032 A D0103-1 



http://www.onkyo.co.jp/ 




